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「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に

基づく感染症発生動向調査より
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感染拡大警報
（2023夏の波）8/４～17, 8/25～9/28
（2024冬の波）2/2～21

（2023夏の波）7/14～8/3, 8/18～24, 9/29～１０/１２

（2024冬の波）1/19～2/1, 2/22～3/7

P6

静岡県独自の新型コロナ注意報・警報

県内コロナ 発令

あらためて
１． 医療機関や高齢者施設の 時は、 　　

をお願いします!
２．体調に少しでも違和感（特にのど、鼻）が

ある時は、 を!
３．急に症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、　

学校や仕事を早めに を!
4．人が集まる所では、 　

（咳くしゃみが出る時は口鼻をおおう）を!　　P7
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1 発生動向総覧

新型コロナウイルス感染症の感染拡大注意報を発令しています
2024年第28週（7/8～7/14）の感染症発生動向調査で、静岡県内の新型コロナウイ

ルス感染症の定点当たり患者数が９.８１人となり、県独自の基準値８人を超えたため、7

月19日に感染拡大注意報を発令しました。第32週（８/５～8/11）以降は定点当たり患

者数１0台を推移していましたが、第35週(8/26～9/1）は定点当たり患者数9.27で前

週よりも減少しています。

今後も注意報レベルの感染者数が継続することも考えられますので、県民の皆様には、

引き続き、人混みでのマスク着用か咳エチケット、適切な換気など、できる範囲での感染

対策に御協力をお願いします。

手足口病が全国的に流行しています （２年ぶりの警報レベル）
手足口病は、エンテロウイルス属による、乳幼児を中心に手や足、口腔粘膜などに現れ

る水疱性の発疹を主症状とした感染症です。

2024年第25週（６/17～6/23)に定点当たり患者数６．４となり、「警報レベル」（基

準値５）となりました。第28週（7/8～7/１４）の定点当たり患者数21.69をピークとして

以後減少していますが、第３5週（８/26～9/1）も定点当たり患者数8.16と患者数が多

い状況が継続しています。今後も流行が長期間継続する可能性が考えられますので、感

染予防に努めましょう。

患者の多くが２歳以下の乳幼児ですが、大人でも感染することがあります。口からの飛

沫感染、便や水疱内容物からの接触感染などがありますので、手洗いを徹底するととも

に、排泄物を適切に処理することが大切です。
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マイコプラズマ肺炎が流行しています

（５年ぶりに定点当たり患者数が１以上となりました）
マイコプラズマ肺炎は、肺炎マイコプラズマによる細菌感染症です。感染経路は、主に飛

沫感染と接触感染で、家族内や学校など濃厚接触が多い場所で、しばしば集団発生が起

こります。潜伏期間は２～３週間程度で、主な症状は発熱、全身倦怠感、頭痛、咳などで、

解熱後も咳が長く続くことがあります。必ずしも肺炎にならず、上気道炎や気管支炎も多

いです。全年齢層に感染が見られますが、若年齢層に多く、14歳以下が６～８割を占めま

す。過去の疫学調査研究では、３～７年程度に１回国内で大きな流行が起こっています。

2024年第29週（7/15～7/21)以降、定点当たり患者数※0．5以上が続いており、

第35週（7/22～7/28)は1.1となりました。国は基準値を定めていませんが、静岡県感

染症情報センターでは、0.5以上が継続した場合、流行が始まる可能性があると考えてお

り、１以上となった場合、確実に流行が拡大していると考えています。（県内の定点当たり

患者数が１以上となったのは、2019年第51週(12/16～12/22)以来５年ぶりです。）

本ページ最下段のグラフの2012年頃や2016年頃のように、今後も流行が長期間継

続する可能性が考えられますので、県民の皆様には、引き続き、人混みでのマスク着用、

咳エチケット、適切な換気と手洗いなど、飛沫・接触感染の対策に御協力をお願いします。

※マイコプラズマ肺炎の定点当たり患者数は、県内10の基幹定点医療機関から報告さ

れた１週間の患者数を施設数10で割った数値です。
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P1

静岡県 マイコプラズマ肺炎患者報告数の推移(2024.1/1～9/1)

（人）

•6月後半から、週5人を超えて急
増し、流行期に入ったと思われる

（県内基幹定点医療機関10施設からの週次報告数の合計）

P2

静岡県 報告されたマイコプラズマ肺炎患者の年齢分布(2024.1/1～9/1)

（人）

• ５～９歳が最多で35%、
次いで、10～14歳20%、
1～4歳16%の順であり、　
14歳以下で約70%を占
めている

（県内基幹定点医療機関10施設からの報告）

全99人
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【今週のコメント】
第 35 週（8/26～9/1）の感染症発生動向調査では、静岡県内の手足口病の定点当た

り報告数が８．１６人となり前週の５．９８人から増加し、第 25 週（6/17～6/23）から 11

週連続で警報レベルの状態が続いています。新型コロナの定点当たり報告数は９．２７人

となり、前週の１０．４９人から減少しました。

【新型コロナ】

全県で罹患数 1,288、定点当たり 9.27 の患者発生があり、前週の 10.49 から減少し

た。定点当たり東部地区で 11.26、中部地区で 7、西部地区で 9.17 の患者が発生した。

【手足口病】

全県で罹患数 726、定点当たり 8.16 の患者発生があり、前週の 5.98 から増加した。

定点当たり東部地区で 9.09、中部地区で 8.93、西部地区で 6.47 の患者が発生した。

【ヘルパンギーナ】

全県で罹患数 72、定点当たり 0.81 の患者発生があり、前週の 0.75 から増加した。定

点当たり東部地区で 0.94、中部地区で 0.56、西部地区で 0.9 の患者が発生した。
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【A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎】

全県で罹患数 49、定点当たり 0.55 の患者発生があり、前週の 0.62 から減少した。

定点当たり東部地区で 0.41、中部地区で 0.48、西部地区 0.77 の患者が発生した。

【感染性胃腸炎】

全県で罹患数 156、定点当たり 1.75 の患者発生があり、前週の 1.52 から増加した。定

点当たり東部地区で 1.22、中部地区で 2、西部地区 2.1 の患者が発生した。

【マイコプラズマ肺炎】

全県で罹患数 11、定点当たり 1.1 の患者発生があり、前週の 0.7 から増加した。定点当

たり東部地区で 2、中部地区で 0.33、西部地区で 0.67 の患者が発生した。
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ž 麻疹、風疹は患者発生なし。

ž 全国の新型コロナの定点当たりの患者報告数は 7.46 で前週の 8.80 から減少した。

ž 静岡県において第 35 週に定点当たり患者報告数の多かった疾病は、順に 1) 新型

コロナ (9.27)、2)手足口病 (8.16)、3）感染性胃腸炎 (1.75)、4)マイコプズマ

肺炎(1.1)、5)ヘルパンギーナ(0.81）、6)A 群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎（0.55) であ

った。

【インフルエンザ罹患数推移】

・ 第 35 週は全県で罹患数 43、定点当たり 0.31 であった。

【梅毒の発生状況（静岡県・累計）】

・ 第 35 週は前年同期比 0.94 倍であった。

◆全数届出の感染症

１類感染症 報告なし
２類感染症 結核（東部（１）、中部（１）、浜松市（１））
３類感染症 腸管出血性大腸菌感染症（浜松市（２））
４類感染症 デング熱（静岡市（１）、西部（１））、レジオネラ症（中部（１）、西部（１））

５類感染症 急性脳炎（中部（１）、浜松市（１））、梅毒（静岡市（１）、西部（１）、浜松市（２））
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2 保健所別の警報状況
警 報 手足口病（東部、御殿場、富士、静岡市、中部、浜松市）

注意報 新型コロナウイルス感染症（熱海、御殿場、富士、中部、西部、浜松市）

警報・注意報・流行期入りの目安（新型コロナウイルス感染症以外

※１週のデータのみで判断するのではなく継続的に推移を確認して判断することが重要です。

警報・注意報の目安（新型コロナウイルス感染症）

新型コロナウイルス感染症の警報・注意報の基準値は、静岡県

が独自に設定しています。注意報レベルは、1 週間当たりの新規

感染者数が人口 10 万人当たり 200 人以上となった水準を保

健所ごとに設定し、感染者が急増するおそれがある状況を指し

ます。警報レベルは、人口 10 万人当たり 400 人以上となった

水準を設定し、感染者の増加が続き、医療のひっ迫のおそれが

ある状況を指します。国が基準値を設定するまでの間、暫定的

にこの基準値に基づき注意喚起します。

区分 説明

警報レベル 大きな流行が発生または継続しつつあると疑われる

注意報レベル
流行の発生前：今後４週間以内に大きな流行が発生する可能性が高い

流行の発生後：流行が継続していると疑われる

流行入りの目安
（インフルエンザのみ）

定点医療機関あたり患者数が１を上回ると、インフルエンザが流行期に

入ったと考えられる

注意報レベル
疾病 開始基準値 終息基準値 基準値

インフルエンザ 30.0 10.0 10.0 
咽頭結膜熱 3.0 1.0 -

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.0 4.0 -
感染性胃腸炎 20.0 12.0 -

水痘 2.0 1.0 1.0 
手足口病 5.0 2.0 -
伝染性紅斑 2.0 1.0 -

ヘルパンギーナ 6.0 2.0 -
流行性耳下腺炎 6.0 2.0 3.0 

警報レベル

保健所名 注意報基準値 警報基準値

賀茂 13.0 26.0 

熱海 9.0 18.0 

東部 8.0 16.0 

御殿場 17.0 34.0 

富士 11.0 22.0 

10.0 20.0 

静岡市 6.0 12.0 

中部 8.0 16.0 

7.0 14.0 

西部 10.0 20.0 

浜松市 7.0 14.0 

8.0 16.0 

8.0 16.0 

新型コロナウイルス感染症（県独自）

県東部地域

県中部地域

県西部地域

県全体
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3 指定届出機関からの特記事項欄コメント
高野医院（伊東市）「新型コロナ 40 名」

むらかみ小児科クリニック（伊東市）「マイコプラズマ ２名」

光ヶ丘小児科（三島市）「インフルエンザＡ型 ２名、新型コロナ 16 名、マイコプラズマ ２

名、ＲＳ ４名、咽頭アデノ ２名、手足口病 47 名」

よざ小児科（沼津市）「新型コロナ ２名、溶連菌 ２名、手足口病 ４名、ヘルパンギーナ １

名」

クボタ小児科（三島市）「インフルエンザＡ ２名」

安田内科小児科医院（御殿場市）「新型コロナ 61 名、インフルエンザＡ型 ２名」

富士病院（御殿場市）「インフルエンザＡ型 １名」

小川小児科内科医院（富士市）「インフルエンザＡ型 ７名、新型コロナ 41 名」

静岡済生会総合病院（静岡市）「新型コロナ １名（１歳男）」

こどもクリニックみなと（静岡市）「マイコプラズマ １名（８歳男）」

かどたこどもクリニック（静岡市）「マイコプラズマ ２名（７歳男）」

浜松医療センター（浜松市）「マイコプラズマ ３名」

クリニックパパ（浜松市）「ヒトメタニューモ ６名、咽頭アデノ １名、インフルエンザＡ型 ２

名」

今西こどもクニック（浜松市）「マイコプラズマ肺炎 ２名」

いぬかい小児科（浜松市）「インフルエンザＡ型 ４名」

小松診療所（浜松市）「マイコプラズマ ２名」
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4 全数報告感染症集計表

第 35 週

第30週 第31週 第32週 第33週 第34週 今週 年累計 第32週 第33週 第34週 今週 年累計

エボラ出血熱

クリミア・コンゴ出血熱

痘そう

南米出血熱

ペスト

マールブルグ病

ラッサ熱

急性灰白髄炎

結核 7 4 4 5 5 3 255 232 170 239 257 10,161

ジフテリア

重症急性呼吸器症候群（SARS)

中東呼吸器症候群（MERS）

鳥インフルエンザH5N1

鳥インフルエンザH7N9

コレラ 2

細菌性赤痢 1 1 4 4 4 6 50

腸管出血性大腸菌感染症 2 1 1 3 2 25 125 128 140 139 2,209

腸チフス 1 4 30

パラチフス 4

Ｅ型肝炎 1 6 6 10 4 10 357

ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む）

Ａ型肝炎 1 2 1 3 4 102

エキノコックス症 6

エムポックス 15

黄熱

オウム病 3

オムスク出血熱

回帰熱 2 10

キャサヌル森林病

Q熱 6

狂犬病

コクシジオイデス症 1

ジカウイルス感染症 1

重症熱性血小板減少症候群 1 3 2 91

腎症候性出血熱

西部ウマ脳炎

ダニ媒介脳炎 2

炭疽

チクングニア熱 3

つつが虫病 2 2 1 105

デング熱 1 1 2 6 2 9 6 14 153

東部ウマ脳炎

鳥インフルエンザ

ニパウイルス感染症

日本紅斑熱 1 6 12 9 14 20 266

日本脳炎 1

ハンタウイルス肺症候群

Ｂウイルス病

鼻疽

ブルセラ症 4

ベネズエラウマ脳炎

ヘンドラウイルス感染症

発しんチフス

ボツリヌス症 3 4

マラリア 2 1 32

野兎病

ライム病 2 1 22

リッサウイルス感染症

リフトバレー熱

類鼻疽 2

レジオネラ症 1 1 1 2 41 38 36 37 43 1,437

レプトスビラ症 2 1 1 7

ロッキー山紅斑熱

アメーバ赤痢 10 4 5 4 7 362

ウイルス性肝炎（Ａ型肝炎及びＥ型肝炎を除く） 5 2 144

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 11 34 29 37 45 1,378

急性弛緩性麻痺 1 29

急性脳炎（ｳｴｽﾄﾅｲﾙ脳炎、日本脳炎等を除く） 1 2 24 3 12 7 14 373

クリプトスポリジウム症 15

クロイツフェルト・ヤコブ病 2 1 101

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2 33 23 23 40 17 1,437

後天性免疫不全症候群 21 12 7 11 8 659

ジアルジア症 1 1 27

侵襲性インフルエンザ菌感染症 10 2 6 6 14 449

侵襲性髄膜炎菌感染症 3 2 38

侵襲性肺炎球菌感染症 40 22 17 22 18 1,733

水痘（入院例に限る） 8 7 8 12 7 327

先天性風しん症候群

梅毒 6 2 2 3 2 4 211 196 134 197 228 9,513

播種性クリプトコックス症 3 1 3 3 137

破傷風 3 1 1 3 55

バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 16 1 1 3 2 89

百日咳 6 23 74 60 96 92 1,317

風しん 1 6

麻しん 2 28

薬剤耐性アシネトバクター感染症 1 4

新型インフルエンザ等感染症

2024年
静岡県 全国

※次週以降に届出の追加や取り下げがあった場合、この表では、前週以前の届出数に反映されません。（「今週」と「年累計」は、現時点での正しい届出数です。前週以
前の届出数はその後、増減している可能性があります。）

※令和５年５月26日から「サル痘」は「エムポックス」に、「カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症」は「カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症」に名称が変わりまし
た。

疾患名
区分

１
類

２
類

３
類

４
類

５
類
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５ 定点把握感染症集計表

第 35 週

第30週 第31週 第32週 第33週 第34週 今週 計 第32週 第33週 第34週 今週 計

ＲＳウイルス感染症 179 159 100 53 30 26 547 4,341 2,119 1,748 2,039 10,247 

咽頭結膜熱 31 31 28 25 21 30 166 1,265 713 910 823 3,711 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 122 76 61 51 55 49 414 5,511 2,952 4,914 5,501 18,878 

感染性胃腸炎 172 166 183 135 135 156 947 8,110 4,173 7,557 8,241 28,081 

水痘 13 13 12 8 11 6 63 454 341 396 385 1,576 

手足口病 1,863 1,409 1,033 626 532 726 6,189 23,693 11,314 13,236 17,872 66,115 

伝染性紅斑 3 1 3 2 2 1 12 437 222 406 500 1,565 

突発性発しん 20 23 21 17 19 27 127 791 493 882 924 3,090 

ヘルパンギーナ 378 245 150 42 67 72 954 3,917 1,619 2,179 2,561 10,276 

流行性耳下腺炎 5 4 2 1 3 2 17 120 75 104 112 411 

インフルエンザ 74 23 22 21 33 43 216 1,768 1,275 1,445 1,874 6,362 

新型コロナウイルス感染症 2,168 2,000 1,466 1,425 1,458 1,288 9,805 49,208 39,295 43,267 36,891 168,661 

急性出血性結膜炎  7 2 13 13 35 

流行性角結膜炎 4 5 3 9 8 5 34 276 226 380 329 1,211 

細菌性髄膜炎 2 1 1 4 12 14 8 15 49 

無菌性髄膜炎 1 1 22 12 13 16 63 

マイコプラズマ肺炎 6 5 5 9 7 11 43 546 625 563 569 2,303 

クラミジア肺炎（オウム病は除く）  1 1 2 4 

感染性胃腸炎（病原体がロタウイ

ルスであるものに限る。）  8 3 5 3 19 

※小児科定点と内科定点はインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症定点を兼ねています。

※新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日（第19週）から五類感染症（定点把握対象）に追加されました。

定点把握感染症集計表(届出数)
2024年

静岡県 全国

定点種別 県内定点数 届出対象感染症

小児科 ８９
ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染

性紅斑、突発性発しん、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

内科 ５０ インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

眼科 ２２ 急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎

基幹 １０
細菌性髄膜炎、無菌性髄膜炎、マイコプラズマ肺炎、クラミジア肺炎（オウム病は除く）、感染性胃腸炎

（病原体がロタウイルスであるものに限る。）

小
・
内

眼
科

基
幹

小
児
科
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第 35 週

第30週 第31週 第32週 第33週 第34週 今週 第32週 第33週 第34週 今週

ＲＳウイルス感染症 2.01 1.79 1.12 0.60 0.34 0.29 1.45 0.73 0.56 0.65

咽頭結膜熱 0.35 0.35 0.31 0.28 0.24 0.34 0.42 0.24 0.29 0.26

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.37 0.85 0.69 0.57 0.62 0.55 1.84 1.01 1.58 1.75

感染性胃腸炎 1.93 1.87 2.06 1.52 1.52 1.75 2.70 1.43 2.42 2.63

水痘 0.15 0.15 0.13 0.09 0.12 0.07 0.15 0.12 0.13 0.12

手足口病 20.93 15.83 11.61 7.03 5.98 8.16 7.89 3.87 4.24 5.70

伝染性紅斑 0.03 0.01 0.03 0.02 0.02 0.01 0.15 0.08 0.13 0.16

突発性発しん 0.22 0.26 0.24 0.19 0.21 0.30 0.26 0.17 0.28 0.29

ヘルパンギーナ 4.25 2.75 1.69 0.47 0.75 0.81 1.30 0.55 0.70 0.82

流行性耳下腺炎 0.06 0.04 0.02 0.01 0.03 0.02 0.04 0.03 0.03 0.04

インフルエンザ 0.53 0.17 0.16 0.15 0.24 0.31 0.38 0.28 0.29 0.38

新型コロナウイルス感染症 15.60 14.39 10.55 10.25 10.49 9.27 10.48 8.50 8.80 7.46

急性出血性結膜炎 0.01 0.00 0.02 0.02

流行性角結膜炎 0.18 0.23 0.14 0.41 0.36 0.23 0.43 0.34 0.54 0.47

細菌性髄膜炎 0.20 0.10 0.10 0.03 0.03 0.02 0.03

無菌性髄膜炎 0.10 0.05 0.02 0.03 0.03

マイコプラズマ肺炎 0.60 0.50 0.50 0.90 0.70 1.10 1.14 1.30 1.17 1.18

クラミジア肺炎（オウム病は除く） 0.00 - 0.00 0.00

感染性胃腸炎（病原体がロタウイ

ルスであるものに限る。） 0.02 0.01 0.01 0.01

定点把握感染症集計表(定点当り患者数)
2024年

静岡県 全国

定点種別 県内定点数 届出対象感染症

小児科 ８９
ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、

水痘、手足口病、伝染性紅斑、突発性発しん、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎、

インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

内科 ５０ インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

眼科 ２２ 急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎

基幹 １０
細菌性髄膜炎、無菌性髄膜炎、マイコプラズマ肺炎、クラミジア肺炎（オウム病は除

く）、感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。）

※定点当り患者数とは１週間の１医療機関当りの平均患者数です。（報告数÷定点医療機関数＝定点当り患者数）

※小児科定点と内科定点はインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症定点を兼ねています。

※新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日（第19週）から五類感染症（定点把握対象）に追加されました。

小
・
内

眼
科

基
幹

小
児
科
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保健所別定点把握感染症集計表（定点当り）

第 35 週 定点把握感染症　保健所別状況

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 26 0.29 30 0.34 49 0.55 156 1.75 6 0.07 

賀茂 1 0.50 

熱海 6 1.50 

東部 5 0.38 3 0.23 7 0.54 13 1.00 

御殿場 2 0.50 5 1.25 10 2.50 2 0.50 

富士 4 0.44 1 0.11 9 1.00 

静岡市 8 0.50 11 0.69 8 0.50 29 1.81 1 0.06 

中部 4 0.36 5 0.45 25 2.27 1 0.09 

西部 4 0.33 5 0.42 20 1.67 20 1.67 

浜松市 9 0.50 1 0.06 3 0.17 43 2.39 2 0.11 

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 週計 定点当り 罹患数 定点当り

総数 726 8.16 1 0.01 27 0.30 72 0.81 2 0.02 

賀茂 1 0.50 

熱海 19 4.75 1 0.25 1 0.25 

東部 163 12.54 1 0.08 5 0.38 14 1.08 

御殿場 59 14.75 3 0.75 3 0.75 

富士 49 5.44 6 0.67 13 1.44 1 0.11 

静岡市 142 8.88 5 0.31 8 0.50 

中部 99 9.00 3 0.27 7 0.64 

西部 40 3.33 2 0.17 23 1.92 

浜松市 154 8.56 2 0.11 4 0.22 

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 注意報基準値 警報基準値 小児科 内科

総数 43 0.31 1,288 9.27 8.0 16.0 89 50

賀茂 1 0.33 27 9.00 13.0 26.0 2 1

熱海 1 0.17 92 15.33 9.0 18.0 4 2

東部 6 0.30 137 6.85 8.0 16.0 13 7

御殿場 3 0.50 117 19.50 17.0 34.0 4 2

富士 9 0.60 190 12.67 11.0 22.0 9 6

静岡市 12 0.48 126 5.04 6.0 12.0 16 9

中部 3 0.18 168 9.88 8.0 16.0 11 6

西部 1 0.05 203 10.68 10.0 20.0 12 7

浜松市 7 0.25 228 8.14 7.0 14.0 18 10

*新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日（第19週）から五類（定点把握対象）に追加されました。

ＲＳウイルス感染症 咽頭結膜熱
Ａ群溶血性

レンサ球菌咽頭炎
感染性胃腸炎 水痘

手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎

インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症
指定届出機関

（定点）数

保健所名

保健所名

保健所名
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保健所別定点把握感染症集計表（定点当り）

第 35 週 定点把握感染症　保健所別状況

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 0 5 0.23 0 0 11 1.10 

賀茂

熱海 1 1.00 

東部 2 2.00 

御殿場

富士 5 5.00 

静岡市 1 0.20 

中部 1 1.00 

西部

浜松市 4 1.33 2 1.00 

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 眼科 基幹

総数 0 0 22 10

賀茂 1

熱海 1

東部 4 1

御殿場

富士 3 1

静岡市 5 2

中部 3 1

西部 4 1

浜松市 3 2
*賀茂・熱海・御殿場の各保健所管内には眼科定点はありません。
*御殿場保健所管内には基幹定点はありません。

急性出血性結膜炎 流行性角結膜炎 細菌性髄膜炎 無菌性髄膜炎 マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎（オウ
ム病は除く）

感染性胃腸炎

（病原体がロタウイルス

であるものに限る。）

指定届出機関
（定点）数

保健所名

保健所名
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定点把握感染症年齢階級別集計表(届出数）

定点把握感染症年齢階級別集計表(定点当り）

第 35 週
年齢階級区分（小児科定点把握感染症分） ～５ヶ月 ～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20歳以上 計

ＲＳウイルス感染症 2 5 12 5 2 26 

咽頭結膜熱 1 8 4 6 1 2 4 1 2 1 30 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 4 2 3 6 8 6 4 3 4 5 1 3 49 

感染性胃腸炎 19 23 9 12 15 18 10 8 6 3 19 2 12 156 

水痘 4 1 1 6 

手足口病 3 37 155 118 108 92 97 51 25 12 3 19 6 726 

伝染性紅斑 1 1 

突発性発しん 7 17 3 27 

ヘルパンギーナ 1 5 18 15 9 10 6 4 1 3 72 

流行性耳下腺炎 1 1 2 

年齢階級区分（小児科・内科定点把握感染症分） ～５ヶ月 ～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 計

インフルエンザ 1 2 2 2 4 6 4 1 2 4 6 5 3 1 43 

新型コロナウイルス感染症 16 13 34 28 14 18 23 16 13 18 10 78 56 104 118 124 161 141 147 156 1,288 

年齢階級区分（眼科定点把握感染症分） ～５ヶ月 ～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎 3 1 1 5 

年齢階級区分（基幹定点把握分） ０歳 1～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎 3 4 2 1 1 11 

クラミジア肺炎（オウム病は除く）

感染性胃腸炎（病原体がロタ
ウイルスであるものに限る。）

2024年

第 35 週
年齢階級区分（小児科定点把握感染症分） ～６ヶ月 ～12ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20歳以上 計

ＲＳウイルス感染症 0.02 0.06 0.13 0.06 0.02 0.29

咽頭結膜熱 0.01 0.09 0.04 0.07 0.01 0.02 0.04 0.01 0.02 0.01 0.34

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0.04 0.02 0.03 0.07 0.09 0.07 0.04 0.03 0.04 0.06 0.01 0.03 0.55

感染性胃腸炎 0.21 0.26 0.10 0.13 0.17 0.20 0.11 0.09 0.07 0.03 0.21 0.02 0.13 1.75

水痘 0.04 0.01 0.01 0.07

手足口病 0.03 0.42 1.74 1.33 1.21 1.03 1.09 0.57 0.28 0.13 0.03 0.21 0.07 8.16

伝染性紅斑 0.01 0.01

突発性発しん 0.08 0.19 0.03 0.30

ヘルパンギーナ 0.01 0.06 0.20 0.17 0.10 0.11 0.07 0.04 0.01 0.03 0.81

流行性耳下腺炎 0.01 0.01 0.02

年齢階級区分（小児科・内科定点把握感染症分） ～６ヶ月 ～12ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 計

インフルエンザ 0.01 0.01 0.01 0.01 0.03 0.04 0.03 0.01 0.01 0.03 0.04 0.04 0.02 0.01 0.31

新型コロナウイルス感染症 0.12 0.09 0.24 0.20 0.10 0.13 0.17 0.12 0.09 0.13 0.07 0.56 0.40 0.75 0.85 0.89 1.16 1.01 1.06 1.12 9.27

年齢階級区分（眼科定点把握感染症分） ～６ヶ月 ～12ヶ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～14歳 15～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎 0.14 0.05 0.05 0.23

年齢階級区分（基幹定点把握分） ０歳 1～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎 0.30 0.40 0.20 0.10 0.10 1.10

クラミジア肺炎（オウム病は除く）

感染性胃腸炎（病原体がロタ
ウイルスであるものに限る。）

2024年
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６ 定点把握感染症推移グラフ
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定点種別 県内定点数

小児科 ８９

内科 ５０

眼科 ２２

基幹 １０

届出対象感染症

ＲＳウイルス感染症、咽頭結膜熱、Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染性紅斑、
突発性発しん、ヘルパンギーナ、流行性耳下腺炎、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症

急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎

クラミジア肺炎（オウム病を除く）、細菌性髄膜炎、マイコプラズマ肺炎、無菌性髄膜炎、感染性胃腸炎（病原体が

ロタウイルスであるものに限る。）
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（定点当たり患者数）
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７ 定点把握感染症集計表（月報）

7 月

2月 3月 4月 5月 6月 今月 計 4月 5月 6月 今月 計

性器クラミジア感染症 56 54 58 48 61 51 328 2,443 2,522 2,526 2,674 10,165 

性器ヘルペスウイルス感染症 16 13 17 14 15 22 97 857 844 896 864 3,461 

尖圭コンジローマ 11 7 7 17 16 17 75 563 602 550 571 2,286 

淋菌感染症 18 8 13 15 11 14 79 685 739 717 762 2,903 

性器クラミジア感染症（男） 18 8 17 14 17 16 90 1,224 1,273 1,288 1,314 5,099 

性器クラミジア感染症（女） 38 46 41 34 44 35 238 1,219 1,249 1,238 1,360 5,066 

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 5 2 8 3 6 9 33 325 337 343 358 1,363 

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 11 11 9 11 9 13 64 532 507 553 506 2,098 

尖圭コンジローマ（男） 5 5 3 1 10 7 31 363 388 377 401 1,529 

尖圭コンジローマ（女） 6 2 4 16 6 10 44 200 214 173 170 757 

淋菌感染症（男） 8 6 8 13 8 12 55 528 546 529 570 2,173 

淋菌感染症（女） 10 2 5 2 3 2 24 157 193 188 192 730 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 26 22 19 29 12 28 136 1,265 1,273 1,216 1,371 5,125 

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症  93 97 79 76 345 

薬剤耐性緑膿菌感染症  3 9 6 8 26 

定点種別

性感染症

基幹

定点把握感染症(月報)集計表(届出数)
2024年

静岡県 全国

県内定点数 届出対象感染症

３０ 性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖形コンジローマ、淋菌感染症

１０ メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、薬剤耐性緑膿菌感染症
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7 月

2月 3月 4月 5月 6月 今月 4月 5月 6月 今月

性器クラミジア感染症 1.87 1.80 1.93 1.60 2.03 1.70 2.50 2.58 2.57 2.73

性器ヘルペスウイルス感染症 0.53 0.43 0.57 0.47 0.50 0.73 0.88 0.86 0.91 0.88

尖圭コンジローマ 0.37 0.23 0.23 0.57 0.53 0.57 0.58 0.62 0.56 0.58

淋菌感染症 0.60 0.27 0.43 0.50 0.37 0.47 0.70 0.76 0.73 0.78

性器クラミジア感染症（男） 0.60 0.27 0.57 0.47 0.57 0.53 1.25 1.30 1.31 1.34

性器クラミジア感染症（女） 1.27 1.53 1.37 1.13 1.47 1.17 1.25 1.28 1.26 1.39

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 0.17 0.07 0.27 0.10 0.20 0.30 0.33 0.34 0.35 0.37

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 0.37 0.37 0.30 0.37 0.30 0.43 0.54 0.52 0.56 0.52

尖圭コンジローマ（男） 0.17 0.17 0.10 0.03 0.33 0.23 0.37 0.40 0.38 0.41

尖圭コンジローマ（女） 0.20 0.07 0.13 0.53 0.20 0.33 0.20 0.22 0.18 0.17

淋菌感染症（男） 0.27 0.20 0.27 0.37 0.27 0.40 0.54 0.56 0.54 0.58

淋菌感染症（女） 0.33 0.07 0.17 0.07 0.10 0.07 0.16 0.20 0.19 0.20

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 2.60 2.20 1.90 2.90 1.20 2.80 2.65 2.66 2.54 2.86

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 0.19 0.20 0.16 0.16

薬剤耐性緑膿菌感染症 0.01 0.02 0.01 0.02

定点種別

性感染症

基幹

定点把握感染症(月報)集計表(定点当り)
2024年

静岡県 全国

県内定点数 届出対象感染症

３０
性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染
症

１０
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、薬剤耐性
緑膿菌感染症
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7 月

2月 3月 4月 5月 6月 今月 計 4月 5月 6月 今月 計

性器クラミジア感染症 56 54 58 48 61 51 328 2,443 2,522 2,526 2,674 10,165 

性器ヘルペスウイルス感染症 16 13 17 14 15 22 97 857 844 896 864 3,461 

尖圭コンジローマ 11 7 7 17 16 17 75 563 602 550 571 2,286 

淋菌感染症 18 8 13 15 11 14 79 685 739 717 762 2,903 

性器クラミジア感染症（男） 18 8 17 14 17 16 90 1,224 1,273 1,288 1,314 5,099 

性器クラミジア感染症（女） 38 46 41 34 44 35 238 1,219 1,249 1,238 1,360 5,066 

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 5 2 8 3 6 9 33 325 337 343 358 1,363 

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 11 11 9 11 9 13 64 532 507 553 506 2,098 

尖圭コンジローマ（男） 5 5 3 1 10 7 31 363 388 377 401 1,529 

尖圭コンジローマ（女） 6 2 4 16 6 10 44 200 214 173 170 757 

淋菌感染症（男） 8 6 8 13 8 12 55 528 546 529 570 2,173 

淋菌感染症（女） 10 2 5 2 3 2 24 157 193 188 192 730 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 26 22 19 29 12 28 136 1,265 1,273 1,216 1,371 5,125 

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症  93 97 79 76 345 

薬剤耐性緑膿菌感染症  3 9 6 8 26 

定点種別

性感染症

基幹

定点把握感染症(月報)集計表(届出数)
2024年

静岡県 全国

県内定点数 届出対象感染症

３０ 性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイルス感染症、尖形コンジローマ、淋菌感染症

１０ メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、薬剤耐性緑膿菌感染症
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2024年 7 月

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 51 1.70 22 0.73 17 0.57 14 0.47 

賀茂 - - - - - - - -

熱海 2 2.00 - - - - - -

東部 2 0.40 - - - - - -

御殿場 4 4.00 1 1.00 2 2.00 - -

富士 7 2.33 7 2.33 1 0.33 2 0.67 

静岡市 13 2.17 11 1.83 4 0.67 10 1.67 

中部 6 1.50 1 0.25 2 0.50 1 0.25 

西部 9 1.80 1 0.20 2 0.40 1 0.20 

浜松市 8 1.60 1 0.20 6 1.20 - -

罹患数 定点当り 罹患数 定点当り 罹患数 定点当り

総数 28 2.80 0 0

賀茂 2 2.00 - - - -
熱海 2 2.00 - - - -
東部 1 1.00 - - - -

御殿場 - - - - - -
富士 1 1.00 - - - -

静岡市 14 7.00 - - - -

中部 1 1.00 - - - -

西部 1 1.00 - - - -

浜松市 6 3.00 - - - -

性感染症 基幹

総数 30 10

賀茂 1

熱海 1 1

東部 5 1

御殿場 1

富士 3 1

静岡市 6 2

中部 4 1

西部 5 1

浜松市 5 2

＊薬剤耐性アシネトバクター感染症は、平成26年9月19日から全数把握の対象となりました。

性器クラミジア感染症
性器ヘルペスウイルス

感染症
尖圭コンジローマ 淋菌感染症

メチシリン耐性

黄色ブドウ球菌感染症

ペニシリン耐性

肺炎球菌感染症

薬剤耐性
緑膿菌感染症 

定点(指定届出機関)数

保健所名

保健所名

保健所名
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定点把握感染症(月報)年齢階級別集計表(届出数）

定点把握感染症(月報)年齢階級別集計表(定点当り）

2024年 7 月

年齢階級区分 ０歳 １～４歳 ５～９歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計

性器クラミジア感染症 8 17 9 4 4 4 2 1 1 1 51

性器ヘルペスウイルス感染症 1 3 4 4 2 3 1 1 3 22

尖圭コンジローマ 1 4 5 3 1 2 1 17

淋菌感染症 1 4 1 3 1 1 1 1 1 14

性器クラミジア感染症（男） 3 2 2 2 3 1 1 1 1 16

性器クラミジア感染症（女） 5 15 7 2 1 3 1 1 35

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 1 2 2 3 1 9

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 1 2 2 2 2 1 3 13

尖圭コンジローマ（男） 1 3 1 1 1 7

尖圭コンジローマ（女） 1 3 2 2 1 1 10

淋菌感染症（男） 1 2 1 3 1 1 1 1 1 12

淋菌感染症（女） 2 2

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 1 1 1 1 1 3 1 19 28

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

薬剤耐性緑膿菌感染症

2024年 7 月

年齢階級区分 ０歳 １～４歳 ５～９歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計

性器クラミジア感染症 0.27 0.57 0.30 0.13 0.13 0.13 0.07 0.03 0.03 0.03 1.70

性器ヘルペスウイルス感染症 0.03 0.10 0.13 0.13 0.07 0.10 0.03 0.03 0.10 0.73

尖圭コンジローマ 0.03 0.13 0.17 0.10 0.03 0.07 0.03 0.57

淋菌感染症 0.03 0.13 0.03 0.10 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.47

性器クラミジア感染症（男） 0.10 0.07 0.07 0.07 0.10 0.03 0.03 0.03 0.03 0.53

性器クラミジア感染症（女） 0.17 0.50 0.23 0.07 0.03 0.10 0.03 0.03 1.17

性器ヘルペスウイルス感染症（男） 0.03 0.07 0.07 0.10 0.03 0.30

性器ヘルペスウイルス感染症（女） 0.03 0.07 0.07 0.07 0.07 0.03 0.10 0.43

尖圭コンジローマ（男） 0.03 0.10 0.03 0.03 0.03 0.23

尖圭コンジローマ（女） 0.03 0.10 0.07 0.07 0.03 0.03 0.33

淋菌感染症（男） 0.03 0.07 0.03 0.10 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.40

淋菌感染症（女） 0.07 0.07

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.30 0.10 1.90 2.80

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

薬剤耐性緑膿菌感染症
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８ 定点把握感染症推移グラフ（月報）
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R6年(県)

R6年(国)

0.00 

0.10 

0.20 

0.30 

0.40 

0.50 

0.60 

1 6 11

尖圭コンジローマ（女）

R4年(県)

R5年(県)

R6年(県)

R6年(国)

0.00 

0.10 

0.20 

0.30 

0.40 

0.50 

0.60 

0.70 

0.80 

1 6 11

淋菌感染症（男）

R4年(県)

R5年(県)

R6年(県)

R6年(国)
0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

0.35 

1 6 11

淋菌感染症（女）

R4年(県)

R5年(県)

R6年(県)

R6年(国)

定点種別 県内定点数 届出対象感染症

性感染症 ３０
性器クラミジア感染症、性器ヘルペスウイ

ルス感染症、尖圭コンジローマ、淋菌感染

症

基幹 １０

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、メチシリ

ン耐性黄色ブドウ球菌感染症、薬剤耐性

アシネトバクター感染症、薬剤耐性緑膿

菌感染症

0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

1 6 11

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

R4年(県)

R5年(県)

R6年(県)

R6年(国)

0.00 

0.50 

1.00 

1.50 

2.00 

2.50 

3.00 

3.50 

1 6 11

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

R4年(県)

R5年(県)

R6年(県)

R6年(国)

0.00 

0.05 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.30 

1 6 11 

薬剤耐性緑膿菌感染症

R4年(県)

R5年(県)

R6年(県)

R6年(国)
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９ 本県の新型コロナ及びインフルエンザの感染状況の推移等のグラフ

P1

静岡県 新型コロナ １週間感染者数(2023.5/8～2024.9/1)

前週比
0.88倍

この１週間(8月26日～9月1日)は
推計8000人（1日約1200人）
前週は推計90００人（1日約1300人）

このラインを超えると
感染者が急増するおそれ

＝ の目安８人

9.27

感染拡大
注意報レベル

2023年 2024年

23年夏波

24年冬波 24年夏波

このラインを超えると
医療がひっ迫するおそれ

＝ の目安16人 ５類移行後、流行ピーク時の
感染者数は徐々に減少している

静岡県 新型コロナ オミクロン株以降の感染者数の推移（2022.1/1～2024.9/1）

P2

23年5月9日
以降は推計

第８波

の目安の目安

第７波第６波

（人）
［2023.5/8まで］

［2023.5/9以降は推計］

今
ここ

（人）

2022年2月10日
１週間感染者数

ピーク12,148人

8月23日
１週間感染者数

ピーク43,133人

2023年1月12日
１週間感染者数

ピーク50,484人

8月７日
１週間感染者数

準ピーク40,445人

9月3日
１週間推計感染者数
ピーク23,000人

2024年2月1日
１週間推計感染者数
ピーク19,000人

2022年 2023年 2024年

23年夏波 24年冬波 24年夏波

7月28日
１週間推計感染者数
ピーク14,000人

オミクロン株以降、

• 第６波以降の流行波の感染者数は、すべ
て注意報ライン　　　を越えている

• 第７,8波は、感染者数が警報ライン　　　
を大きく越え、医療ひっ迫をきたした

• ５類移行後は、警報ラインを大きく長期
間超える感染者増加は起こっていない
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※新型コロナのゲノム解析に関する項目については、当面の間、１か月に１回程度更

新します。

• 国立感染症研究所が、中和抗体か
らの逃避や感染者数増加の優位性
が示唆される系統等として動向を
注視する必要があるとしたオミク
ロン株の系統等の検出状況を示す

• 直近（7/22～8/25）では県全体
で、ＢＡ.2.86系統が116検体
(100％)検出され、うちJN.1系統
が3検体、KP.3系統が109検体
（94%）で、KP.3系統のうち
KP.3.3が85検体だった

• 検体採取は結果が判明した週の約
２週前

静岡県 新型コロナ オミクロン株の系統の状況（2023.1/9～2024.8/25） 

P3
ゲノム
解析数

政令市を含む県全体
KP.3と

その子孫系統
の割合

1
6

%

6
5

%

8
1
%

501,635,440,104, 25, 28, 29,140,228,206, 80, 13, 20, 75, 80, 63, 72, 19, 40, 90,116

第８波 23年夏波 24年冬波 24年夏波
9

4
%

静岡県 新型コロナ 定点医療機関からの報告者数の年代別推移(2023.5/8～2024.9/1)

(18%)
(15%)

(18%)

(19%)
(16%)

(21%)

(9%)
(11%)

(10%)

(9%)
(9%) (10%)

(13%)
(11%)

(11%)

(12%)
(13%) (11%)

(7%)
(8%) (7%)

(6%)(8%) (7%)

(7%)(7%) (6%)

1510, ３０２０, 6950,

(8%)

(8%)

（10%)

(10%)

(11%)

(12%)

(9%)

(13%)

(18%)

14687,

(7%)

(7%)

(7%)

(10%)

(22%)

(8%)

（7%)

(9%)

(21%)

8994, 2181,

(11%)

(9%)

(11%)

(15%)

(19%)

(10%)

(8%)

(8%)

（7%)

P4報告者数

(15%)

(15%)

(11%)

(9%)

(11%)

(10%)

(10%)

（9%)

(12%)

1416,

(24%)

(15%)

(9%)

(10%)

7447,

(7%)

（9%)

(7%)

(10%)

(10%)

(8%)

2423,

(13%)

（11%)

(15%)

(13%)

(11%)

(11%)

(10%)

(8%)

(17%)

(12%)

(13%)

(11%)

（9%)

9646,

(10%)

(11%)

(9%)

(8%)

(23%)

（7%)

(10%)

(9%)

(10%)

(8%)

(9%)

(7%)

(17%)

1903,

(14%)

(13%)

(16%)

(9%)

(13%)

(7%)

（9%)

(8%)

(10%)

3203,

(10%)

(11%)

(9%)

（11%)

(12%)

(15%)

(12%)

(9%)

(11%)

2042, 2473,

（9%)

(11%)

(18%)

(12%)

(12%)

(8%)

(10%)

(11%)

(10%)
(11%)

(14%)

（8%)

(9%)

(12%)

(12%)

(10%)

(14%)

(9%)

7637,

(15%)

(10%)

(12%)

（9%)

(9%)

(9%)

(12%)

(12%)

(11%)

• 直近8月の20歳未
満は、7月と較べ4
㌽減少し、約23%

• 8月の60歳以上は、
7月と較べ6㌽増加
し、約37%

• 8月同士で昨年と
今年を較べると、
20歳未満は
31%⇒23%に減
60歳以上は  
25%⇒37%に増

6463,
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静岡県　新型コロナ入院患者数　おおまかな推計値

2023年 2024年 P5

• 2024年3月まで（実線）は、水曜日の県内入院患者数

• 4月以降（破線）は、県内基幹定点10病院の1週間の　
新規入院報告数ｘからの推計値ｙ (y ≒ 5.5x + 33)

• 県内病院に新型コロナで
入院している患者数は、
直近（8/26～9/1の週）
では約360人と推計

感染拡大警報
（2023夏の波）8/４～17, 8/25～9/28
（2024冬の波）2/2～21

（2023夏の波）7/14～8/3, 8/18～24, 9/29～１０/１２

（2024冬の波）1/19～2/1, 2/22～3/7

P6

静岡県独自の新型コロナ注意報・警報
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県内コロナ 発令

あらためて
１． 医療機関や高齢者施設の 時は、 　　

をお願いします!
２．体調に少しでも違和感（特にのど、鼻）が

ある時は、 を!
３．急に症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、　

学校や仕事を早めに を!
4．人が集まる所では、 　

（咳くしゃみが出る時は口鼻をおおう）を!　　P7

静岡県　新型コロナとインフルエンザの流行の状況（2023.5/8～2024.9/1）

（人数/週）

インフル流行期レベル

コロナ警報レベル

1000

7000

14000

インフル注意報レベル

インフル警報レベル

コロナ注意報レベル

（インフルエンザ、コロナともに定点報告数からの推計値）

※　静岡県では過去の実績から定点医療機関
あたりの1週間の報告数をコロナは880倍、
インフルエンザは1000倍した値を県内推計
感染者数としている

2023年 2024年 P8

• コロナは急増後、減少中だが、第28
週(7/8-14)以降は注意報レベル

• インフルエンザは、2023年第34週
(8/21-27)以来の流行期が2024
年第１8週(4/29-5/5)で解除

• コロナとインフルの推計感染者数の比
率は直近で8,200：300≒27：1
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静岡県　インフルエンザ 定点医療機関からの報告者数　過去16シーズン比較

P9

（人/週） 赤斜体字は、そのシーズンの最高値

注意報レベル

警報レベル

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月9月 10月 12月11月

静岡県　定点医療機関インフルエンザ患者報告　年齢別割合（今季、昨季とコロナ禍前2018-19季の比較）

2023-24シーズンは、
• 10歳未満の割合が最多で

45.8％
• 次に10歳代が多く33.3％
• 50歳以上は6.4％
• 20歳未満が79.1％を占

め、2018-19シーズンよ
り15.6％多く、逆に50歳
以上は9.4％少なかった

P1043,123人 11,515人 70,248人報告者数

2023.9/4～
2024.9/1
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10 新型コロナによる入院状況について
県では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえた国からの外来・入院医療体制

の強化等に関する依頼を受け、 県内病院の入院患者数を共有するため、病院に対して、

日曜日から木曜日の各日の入院患者数と、そのうちの人工呼吸器管理中の重症患者数の

２項目について、医療機関等情報支援システム（G-MIS）への入力協力を依頼しました。

9 月 5 日（木）時点の集計結果は以下のとおりです。今後、注意報の期間中は感染症週

報に１週間の集計結果を掲載します。

【この入院患者数・重症患者数についての留意事項】

・日曜日から木曜日の 23 時 59 分時点の入院患者数を翌日に入力いただいています。

（入力日が病院に御負担をかける土日祝日とならないようにしています。）

・入力していただいた数に日々増減があるため、直近５日間の平均値をグラフ化していま

す。 最終データ抽出日：9 月 5 日
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11 新型コロナ変異株ゲノム解析結果について
（７月 22 日（月）～８月 25 日（日）分の集計）

７月上旬～８月上旬に発症した方について、国立遺伝学研究所（三島市）において実

施したゲノム解析の結果は、以下のとおりです。（県所管分）

（結果判明日：７月 23 日（火）・７月 30 日（火）・８月３日（土）・８月 11 日（日））

＜変異株の件数＞

本県の変異株の判明状況（８月 25 日時点）

※県 ：国立遺伝学研究所および国立感染症研究所でゲノム解析を実施

静岡市：国立感染症研究所でゲノム解析を実施

浜松市：浜松市保健環境研究所でゲノム解析を実施

保健所 賀茂 熱海 東部 御殿場 富士 中部 西部 合計

デルタ株 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 15 0 0 0 67 82

（内BA.2) (0) (0) (15) (0) (0) (0) (67) (82)

（内BA.5) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

（内組換体) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

オミクロン株

合計 県 静岡市 浜松市

判明者数 11,085 6,281 2,477 2,327

（前回からの増加数） （116） （82） （15） （19）

判明者数 2,411 1,256 648 507

（前回からの増加数） （0） （0） （0） （0）

判明者数 8,674 5,025 1,829 1,820

（前回からの増加数） （116） （82） （15） （19）

判明者数 1,894 937 542 415

（前回からの増加数） （116） （82） （15） （19）

判明者数 3,515 2,399 831 285

（前回からの増加数） （0） （0） （0） （0）

判明者数 825 482 106 237

（前回からの増加数） （0） （0） （0） （0）

合計
（デルタ株＋オミクロン

株）

デルタ株
（R3.5.16～）

オミクロン株
（R4.1.1～）

※オミクロン株
【内、BA.２】

※オミクロン株
【内、BA.５】

※オミクロン株
【内、組換体】
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本県の変異株（オミクロン株）の判明状況（８月 25 日時点）

ゲノム解析結果の系統別判明数（政令市含む）
（７月 22 日（月）～８月 25 日（日）判明分）

※国立感染症研究所「感染・伝播性の増加や抗原性の変化が懸念される新型コロナウ

イルス（SARS-CoV-2）の変異株について（第 22 報）」及び「新型コロナウイルス(SARS-

CoV-2)の変異株 BA.2.86 系統について 第 2 報」において、「ウイルス学的、疫学的、

臨床的知見、国内外での発生状況の監視を継続する必要がある」とされている系統を

掲載しています。

※新型コロナのゲノム解析に関する項目については、当面の間、１か月に１回程度更

新します。

オミクロン株判明数 全オミクロン株に占める割合

合計 内、BA.２ 内、BA.５ 内、組換体 BA.２ BA.５ 組換体

11月27日（月）～
 12月10日（日） 7 0 0 7 0.0% 0.0% 100.0%

12月11日（月）～
 12月24日（日） 13 3 0 10 23.1% 0.0% 76.9%

12月25日（月）～
 １月28日（日） 75 43 0 32 57.3% 0.0% 42.7%

１月29日（月）～
 ２月25日（日） 80 49 0 31 61.3% 0.0% 38.8%

２月26日（月）～
 ３月24日（日） 63 50 0 13 79.4% 0.0% 20.6%

3月25日（月）～
 ４月21日（日） 82 72 0 10 87.8% 0.0% 12.2%

４月22日（月）～
 ５月26日（日） 19 19 0 0 100.0% 0.0% 0.0%

５月27日（月）～
 ６月23日（日） 40 40 0 0 100.0% 0.0% 0.0%

６月24日（月）～
 ７月21日（日） 90 90 0 0 100.0% 0.0% 0.0%

７月22日（月）～
 ８月25日（日） 116 116 0 0 100.0% 0.0% 0.0%

KP.3系統109件のうち、KP.3.3が85件

系統名※ 判明数 割合

BQ.1 0 0.0%

XBB 0 0.0%

JN.1 3 2.6%

KP.3 109 94.0%

その他のKP 4 3.4%

XDQ 0 0.0%

その他 0 0.0%

計 116 100.0%


